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９
月
６
日
か
ら
12
日
の
７
日
間
、

鷹
巣
町
内
の
各
地
区
会
館
で
、
鷹
巣

阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
関
す
る
地

区
説
明
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
町
民

が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た

合
併
協
定
項
目
の
説
明
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。�

　
初
日
と
な
っ
た
６
日
の
七
座
地
区

説
明
会
で
は
、
地
区
の
方
々
約
45�
人

が
参
加
。
町
か
ら
は
、
町
長
、
助
役

の
ほ
か
、
各
課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
岸
部
町
長
か
ら
「
こ
の

４
町
の
合
併
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
９
月
30
日
か
ら
今
年
の
１
月

23
日
ま
で
任
意
協
議
会
を
５
回
開
催
。

そ
の
間
、
合
併
に
対
す
る
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
、
18
歳
以
上
１
万
８
千
人

を
対
象
に
行
い
、
約
80
％
の
方
々
か

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
、

合
併
を
進
め
る
べ
き
が
47
・
７
％
、

進
め
る
べ
き
で
な
い
が
21
％
で
、
住

民
の
み
な
さ
ん
は
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
、
商
工
業
の
発
展
な
ど

を
望
む
回
答
が
一
番
多
か
っ
た
」
と
、

法
定
協
議
会
発
足
前
の
経
過
に
つ
い

て
説
明
し
「
そ
の
後
法
定
協
議
会
に

移
行
し
、
10
回
協
議
会
を
開
き
、
合

併
協
定
項
目
46
項
目
の
う
ち
、
先
回

の
９
回
ま
で
に
41
項
目
が
確
認
さ
れ
、

残
り
５
項
目
。
議
会
全
員
協
議
会
も

５
回
開
催
し
、
意
見
を
法
定
協
に
反

映
さ
せ
て
き
た
。
法
定
協
で
確
認
さ

れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
だ

よ
り
な
ど
で
逐
一
説
明
し
て
き
た
。

今
後
は
18
日
に
第
11
回
法
定
協
を
開

催
。
全
て
が
終
わ
る
と
、
４
町
で
調

印
を
し
各
町
議
会
へ
。
そ
こ
で
認
め

ら
れ
る
と
、
12
月
の
県
議
会
へ
と
進

み
、
新
市
と
な
る
」
と
こ
れ
ま
で
の

経
過
と
今
後
の
日
程
を
説
明
し
ま
し

た
。�

　
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

長
が
合
併
協
定
項
目
と
新
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
し
、

参
加
者
か
ら
は
、
農
業
委
員
会
、
薬

師
山
ス
キ
ー
場
の
今
後
の
活
用
方
法
、

新
庁
舎
、
昭
和
30
年
の
合
併
時
の
思

い
な
ど
様
々
な
意
見
・
要
望
等
が
出

さ
れ
ま
し
た
。�

町
　
長
　
日
　
誌

町
　
長
　
日
　
誌

８/１６�
�
３１
〜

16
日
（
月
）

19
日
（
木
）

　
　
　
　 

22
日
（
日
）

23
日
（
月
）

　
　
　
　 

　
　
　
　

24
日
（
火
）

　
　
　
　 

25
日
（
水
）

26
日
（
木
）

27
日
（
金
）

30
日
（
月
）

31
日
（
火
）

第
28
回
全
県
選
抜
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
開
会
式
に
出
席
。�

第
62
回
国
民
体
育
大
会
鷹
巣
町
準
備
委
員
会
総
会
に
出

席
。�

第
13
回
四
町
長
会
談
に
出
席
。�

第
42
回
町
民
体
育
祭
に
出
席
。�

鷹
巣
町
議
会
全
員
協
議
会
に
出
席
。�

鷹
巣
町
婦
人
学
級
連
絡
協
議
会
結
成
20
周
年
記
念
式
典

に
出
席
。�

た
か
の
す
福
祉
公
社
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
に
出
席
。�

森
吉
町
外
四
カ
町
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議
・
議

会
全
員
協
議
会
に
出
席
。�

第
10
回
鷹
巣
阿
仁
地
区
合
併
協
議
会
に
出
席
。�

定
例
記
者
会
見
に
出
席
。�

秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
主
催
に
よ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

視
察
研
修
の
記
者
会
見
に
出
席
。�

鷹
巣
町
民
生
児
童
委
員
推
薦
会
に
出
席
。�

森
吉
町
外
四
カ
町
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議
・
議

会
定
例
会
に
出
席
。�

鷹
巣
町
議
会
全
員
協
議
会
に
出
席
。�

鷹巣阿仁地域合併協議会に関する地区説明会�

これまでの経緯と今後の日程を説明�

９月６日七座地区での説明会
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鷹
巣
町
に
ゆ
か
り
を
持
つ
若
手
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・

加
登
萌
々
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
８
月
28
日
（
土
）

た
か
の
す
風
土
館
で
開
か
れ
、
多
く
の
聴
衆
が
繊
細

な
バ
イ
オ
リ
ン
の
調
べ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。�

　
加
登
さ
ん
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
鷹
巣
町
出
身
。
ロ

シ
ア
へ
の
留
学
の
た
め
日
本
を
離
れ
る
に
あ
た
っ
て

「
祖
母
の
生
ま
れ
故
郷
・
鷹
巣
の
み
な
さ
ん
に
今
の

私
の
音
楽
を
聴
い
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
の
今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。�

　
ホ
ー
ル
に
は
、
加
登
さ
ん
の
奏
で
る
繊
細
で
し
か

も
力
強
い
ス
ト
リ
ン
グ
ス
の
音
色
が
響
き
わ
た
り
、

演
奏
後
は
感
動
の
余
韻
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。�

バ
イ
オ
リ
ン
の
調
べ
に
た
め
息

祖
母
の
ふ
る
さ
と
鷹
巣
で
演
奏
会

今後の活躍が期待される加登萌々子さん

　
９
月
５
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
町
内
各
地
区
で

平
成
16
年
度
の
敬
老
式
が
行
わ
れ
、
互
い
の
長
寿
と

健
康
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。�

　
今
年
の
敬
老
式
の
対
象
は
、
昭
和
５
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
々
で
、
昨
年
と
比
べ
75
人
増
の

３，

０
４
５
人
。
ま
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60

年
、
18
組
）
と
、
金
婚
（
結
婚
50
年
、
92
組
）
の
表

彰
も
今
年
か
ら
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
の
一
人
は
、
「
こ
う
し
て
健
康
で
敬
老
式

に
出
席
で
き
る
の
が
な
に
よ
り
の
幸
せ
」
と
語
り
、

他
の
出
席
者
と
と
も
に
、
心
づ
く
し
の
料
理
や
婦
人

会
の
手
踊
り
な
ど
で
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

い
つ
ま
で
も
お
達
者
で

長
寿
と
健
康
を
祝
い
各
地
区
で
敬
老
式

か
と
う

も

も

こ

�

婦人会は趣向を凝らした祝い芸で祝福（栄地区）地区出身の民謡歌手もお祝いにかけつけてくれました
　　　　　　　　　　　　　　　　　（坊沢地区）

代表で金婚表彰を受ける仲谷茂男・ヤスさんご夫妻
　　　　　　　　　　　　　　　　（七座地区）
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第24回�鷹巣町発明工夫展�
～ 子 ど も ら し い 発 想 豊 か な 作 品 が い っ ぱ い ～

　
発
明
工
夫
展
は
、
鷹
巣
町
内
の
小

学
生
の
創
意
工
夫
の
芽
を
育
て
る
た

め
に
、
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
７
つ
の
小
学

校
か
ら
日
常
生
活
の
中
で
と
ら
え
た

59
作
品
が
出
展
さ
れ
、
21
作
品
が
入

賞
し
ま
し
た
。�

　
開
会
式
で
は
、
岸
部
町
長
が
「
ひ

と
つ
物
を
作
る
と
、
ま
た
新
し
い
ア

イ
デ
ア
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
で
や

め
な
い
で
続
け
て
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ

ア
を
だ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
継
続

の
大
切
さ
を
子
供
た
ち
に
訴
え
ま
し

た
。�

　
ま
た
、
審
査
委
員
長
の
佐
藤
三
七

鷹
巣
町
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
は
、

「
発
想
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、

洗
濯
機
や
自
転
車
が
壊
れ
た
と
き
な

ど
、
お
と
う
さ
ん
と
一
緒
に
分
解
し

て
み
る
こ
と
も
、
中
の
よ
う
す
が
わ

か
っ
て
い
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
家

族
で
旅
行
す
る
と
き
は
、
遊
ぶ
と
こ

ろ
ば
か
り
で
な
く
、
博
物
館
な
ど
に

も
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
、
科

学
の
目
を
養
う
大
切
さ
に
触
れ
て
い

ま
し
た
。�

　
な
お
、
作
品
の
説
明
に
は
、
出
展

者
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
い
ま
す
。�

　
９
月
５
日
、
第
24
回
鷹
巣
町
発
明
工
夫
展
が
、
鷹
巣
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

入
賞
者
や
父
兄
の
出
席
の
も
と
、
町
長
賞
の
佐
藤
雄
介
君
（
綴
子
小
学
校
６
年
）

な
ど
21
人
の
入
賞
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�▼

町
　
長
　
賞�

「お風呂の守り番」
ゆうすけ�

　　佐 藤 雄 介くん（綴小６年）�

【使い方】�

　お風呂の守り番は、お風呂のお湯を

ためたい所に設置します。ためたい所

までお湯がくると、オルゴールが鳴る

仕組みです。�

▼
教
育
委
員
長
賞�

�
�

「たわしのチユ－チユ－くん
～大忙し　おそうじマシン～」

の ぶ と�

　　堀 部 亘 世くん（竜森小２年）�

【使い方】�

　たわしの上の電動ブラシのスイッチ

を押します。たわしのチユ－チユ－く

んが小さなゴミをお掃除してくれます。�

▼
議
　
長
　
賞�

「お金がきえる貯金箱」
そ う た�

▼
教
育
長
賞�

「クルクルなんでも整理だな」
こうへい�

　高 橋 晃 平くん（綴小５年）�

【使い方】

　本や小物などを整理すること

ができます。�

　鹿 川 聡 太くん（鷹小２年）�

【使い方】�

　紙にお金をのせて、わりば

しをまわすとお金がきえます。�

▼
審
査
委
員
長
賞�

「豆鉄ぽう」
わたる�

　亀 山　　航くん（東小４年）�

【使い方】

　竹を下にある竹ぐしをきった

ものにひっかけて、そこに豆を

ひっかける。�
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▼
金
　
　
賞�

「すなどけい」
ゆうすけ�

　長 岐 勇 祐くん（南小１年）�

【使い方】�

　１分間の時間を計ることがで

きます。�

「ガチャ玉けん玉」
ゆ　な�

　工 藤 優 奈さん（綴小３年）�

【使い方】�

　けん玉みたいにして、カップ

に入れて遊びます。すごくおも

しろいです。�

「くつした　はっくん」
 り く と�

　千 葉 颯 都くん（南小３年）�

【使い方】�

　くつしたはっくんに足を入れ、

ひもをひっぱるとくつしたをは

くことができます。�

「ポンポンクリーナー」
ふみ や�

　佐 藤 史 也くん（南小５年）�

【使い方】�

　ケースからブラシをとって、

ゲーム機などのほこりをとる。�

▼
銀
　
賞�

「
え
ん
ぴ
つ
た
て
」�

　
茂
内
　
　
楓
さ
ん
（
鷹
小
１
年
）�

「
き
ら
き
ら 

す
と
ろ
う 

げ
え
む
」�

　
佐
藤
　
瑶
希
さ
ん
（
南
小
１
年
）�

「
豪
華
客
船
風
お
食
事
セ
ッ
ト

　
〜
貯
金
箱
も
つ
い
て
い
る
よ
〜
」�

　
笹
代
　
智
也
く
ん
（
竜
森
小
２
年
）�

「
ま
わ
る
水
ぞ
く
か
ん
」�

　
笹
代
加
奈
子
さ
ん
（
中
央
小
２
年
）�

「
ド
ラ
ち
ゃ
ん 

た
す
・
か
け
ボ
ッ
ク
ス
」�

　
岩
本
　
謙
吾
く
ん
（
南
小
２
年
）�

「
ふ
し
ぎ
な
？
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
」�

　
亀
山
　
樹
莉
さ
ん
（
東
小
３
年
）�

「
バ
ナ
ナ
を
お
い
か
け
る
さ
る
」�

　
三
沢
　
　
卓
く
ん
（
綴
小
３
年
）�

「
ま
ん
天
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」�

　
津
谷
　
雪
乃
さ
ん
（
西
小
３
年
）�

「
缶
コ
ー
ス
タ
ー
」�

　
長
岐
　
亜
美
さ
ん
（
南
小
４
年
）�

「
金
魚
大
喜
び
!
リ
サ
イ
ク
ル
ワ
ン

　
タ
ッ
チ
え
さ
や
り
機
」�

　
成
田
　
渓
子
さ
ん
（
綴
小
６
年
）�

「
か
さ
か
ら
エ
プ
ロ
ン
」�

　
千
葉
　
竜
都
く
ん
（
南
小
６
年
）�

�

▼
そ
の
ほ
か
出
展
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん�

　
村
上
　
愛
奈
さ
ん
（
東
小
１
年
）�

　
佐
藤
　
祐
介
く
ん
（
南
小
１
年
）�

　
佐
藤
美
沙
樹
さ
ん
（
南
小
１
年
）�

　
成
田
　
勇
大
く
ん
（
鷹
小
２
年
）�

　
佐
藤
　
紗
希
さ
ん
（
鷹
小
２
年
）�

　
亀
山
　
春
樹
く
ん
（
東
小
２
年
）�

　
三
澤
　
彩
乃
さ
ん
（
綴
小
２
年
）�

　
畠
山
　
萌
子
さ
ん
（
竜
森
小
２
年
）�

　
渡
部
　
　
翔
く
ん
（
中
央
小
２
年
）�

　
佐
藤
　
　
泉
さ
ん
（
中
央
小
２
年
）�

　
小
玉
　
　
聡
く
ん
（
南
小
２
年
）�

　
伊
藤
　
京
香
さ
ん
（
南
小
２
年
）�

　
石
田
　
明
美
さ
ん
（
南
小
２
年
）�

　
羽
澤
　
拓
哉
く
ん
（
綴
小
３
年
）�

　
森
澤
　
　
空
さ
ん
（
綴
小
３
年
）�

　
千
葉
麻
友
美
さ
ん
（
中
央
小
３
年
）�

　
千
葉
　
颯
都
く
ん
（
南
小
３
年
）�

　
長
岐
　
英
泰
く
ん
（
南
小
３
年
）�

　
藤
田
　
彩
花
さ
ん
（
西
小
３
年
）�

　
鈴
木
　
大
貴
く
ん
（
東
小
４
年
）�

　
村
上
さ
つ
き
さ
ん
（
東
小
４
年
）�

　
小
笠
原
光
志
く
ん
（
綴
小
４
年
）�

　
小
笠
原
大
将
く
ん
（
綴
小
４
年
）�

　
畠
山
　
　
翼
く
ん
（
竜
森
小
４
年
）�

　
畠
山
　
啓
太
く
ん
（
竜
森
小
４
年
）�

　
簾
内
愛
美
子
さ
ん
（
西
小
４
年
）�

　
津
谷
　
友
喜
さ
ん
（
西
小
４
年
）�

　
野
呂
　
一
真
く
ん
（
西
小
４
年
）�

　
後
藤
　
真
人
く
ん
（
東
小
５
年
）�

　
田
口
　
尚
幸
く
ん
（
綴
小
５
年
）�

　
小
玉
　
和
幸
く
ん
（
南
小
５
年
）�

　
岩
本
　
雅
博
く
ん
（
南
小
５
年
）�

　
佐
藤
雄
太
郎
く
ん
（
綴
小
６
年
）�

　
澤
藤
　
雄
大
く
ん
（
竜
森
小
６
年
）�

　
小
塚
ほ
な
み
さ
ん
（
中
央
小
６
年
）�

　
小
松
　
純
也
く
ん
（
中
央
小
６
年
）�

　
千
葉
　
竜
都
く
ん
（
南
小
６
年
）�

「きりふきじょうろ」

こ う き�

　笹 代 幸 輝くん（中央小６年）�

【使い方】�

　持つ場所があるのでそこを持

ちます。下の方のストローみた

いなのがじょうろです。それで

水をあたえます。きりふきは、

葉に水をふきかけるためにあり

ます。�
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縄文時代の衣装を着て記念撮影。衣装や竪穴
住居は実行委員のみなさんによって復元され
たものです。

子どもたちは、粘土を使った土器作りに挑戦！
自分なりの作品を作ろうと夢中でした。

　
国
指
定
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
初
秋

の
イ
ベ
ン
ト
「
縄
文
ま
つ
り
」
が
９
月
４
日
（
土
）
、

た
か
の
す
風
土
館
隣
の
駐
車
場
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
子
供
た
ち
や
た
く
さ
ん
の
縄
文
フ
ァ
ン
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
会
場
で
は
、
実
行
委
員
会
の
会
員
が
再
現
し
た

「
竪
穴
住
居
」
や
各
コ
ー
ナ
ー
の
テ
ン
ト
が
ず
ら

り
と
並
び
、
子
供
た
ち
を
中
心
に
土
器
づ
く
り
な

ど
の
縄
文
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。�

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
陰
で
支
え
て
い
る
の
が
、
実

行
委
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
る

「
文
化
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
皆
さ
ん
。

会
場
の
設
営
か
ら
、
現
地
で
行
わ
れ
た
遺
跡
の
ガ

イ
ド
な
ど
、
わ
が
町
の
縄
文
の
宝
物
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
情
熱
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
た
か
の
す
風
土
館
で
は
綴
子
小
学
校
の

６
年
生
な
ど
が
出
演
し
た
「
縄
文
祭
礼
劇
」
が
上

演
さ
れ
、
参
加
者
、
観
客
一
体
と
な
っ
て
古
代
の

ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。�

現地では実行委員のみなさんが遺跡のガイド。
遺跡のなりたちから発掘の現状までをわかりや
すく説明していただきました。

ファルコンで行われた縄文祭礼劇には綴子小学校
の６年生が総出演。伊勢堂岱遺跡のストーンサー
クルができた由来などを物語風に表現しました。

初
秋
の
空
の
下
、
縄
文
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
る

初
秋
の
空
の
下
、
縄
文
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
る

初
秋
の
空
の
下
、
縄
文
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
る

●
●
●
第
４
回
伊
勢
堂
岱
遺
跡
「
縄
文
ま
つ
り
」
●
●
●�
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国
指
定
史
跡
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
今
年
度
の

発
掘
調
査
（
第
11
次
調
査
）
は
５
月
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
調
査
は
、
環
状

列
石
Ｃ
の
東
側
に
あ
た
る
部
分
で
す
。�

　
掘
り
始
め
た
こ
ろ
は
、
出
土
遺
物
は
近
年

稀
に
み
る
ほ
ど
の
多
量
で
、
我
々
の
行
く
手

を
阻
む
か
の
ご
と
く
、
調
査
は
思
う
よ
う
に

進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
４
千
年
前
の
土
層
に
到
達
す
る
と
、
次
第

に
祭
祀
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
土
製
品
（
土

偶
な
ど
）
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
で

何
ら
か
の
マ
ツ
リ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

予
感
す
る
も
の
で
し
た
。�

　
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
と
、
四
千
年
前
の

地
表
面
で
は
、
石
を
列
状
に
配
置
し
、
そ
の

間
に
、
骨
を
収
納
し
た
と
考
え
ら
れ
る
埋
設

土
器
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

構
成
は
、
環
状
列
石
に
近
い
も
の
で
、
列
状

の
配
石
は
環
状
に
広
が
っ
て
い
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
今
後
、
11
月
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
調
査
指
導

委
員
会
を
経
て
、
現
地
説
明
会
な
ど
で
、
調

査
成
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
予
定
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。�

（
鷹
巣
町
教
育
委
員
会�

　
　
生
涯
学
習
振
興
課
主
事
　
榎
本
剛
治
）

　�

埋設土器・壺をさかさまにして埋めたようです。
もしかしたら人骨が入っているかもしれません。

発掘は、少しずつ表土を剥ぎ取る形で進めます。
現在の地面から50㎝ほどのところで４千年前
の地表が現れ、多量の石が出土しました。

完全な形の土器がつぶれた状態で見つかりま
した。これまでにみかん箱20箱分の土器・石
器が出土しています。

【伊勢堂岱遺跡】

　あきた北空港のアクセス道路建設の際に
発見された縄文後期（約4千年前）の遺跡。
平成13年に国指定史跡として指定された。

遺
跡
調
査
の
現
状
●
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新
・
た
か
の
す
の
昔
っ
こ
〈
大
正
期
　
旧
沢
口
村
編
〉�

　
�
�
中
略
�
本
村
に
は
見
る
べ
き
産
業
は
な

く
三
十
余
年
前
ま
で
は
馬
産
が
頗
る
盛
ん
で
あ

�
た
が
漸
次
衰
え
て
今
日
は
四
十
頭
前
後
に
止

ま
り
�
養
蚕
は
全
村
各
戸
に
亘
り
且
つ
桑
樹
の

植
栽
す
る
産
地
多
き
を
以
�
て
将
来
有
望
な
る

で
あ
ろ
う
が
寥
々
た
る
に
過
ぎ
な
い
�

　
水
質
は
極
め
て
宜
し
い
の
で
酒
造
地
と
し
て

好
適
で
あ
る
が
投
資
す
る
も
の
が
な
く
�
坊
�

沢
国
有
林
よ
り
湧
出
す
る
天
然
炭
酸
水
は
鉱
泉

サ
イ
ダ
�
と
し
て
製
造
さ
れ
て
い
る
�

　
小
学
校
は
沢
口
�
脇
神
�
小
学
校
の
外
に
坊

山
分
教
場
が
あ
る
�
本
村
が
名
も
な
き
一
寒
村

に
過
ぎ
ざ
る
も
遽
か
に
そ
の
存
在
を
知
ら
し
め

た
お
も
し
ろ
き
一
話
が
あ
る
�

　
そ
れ
は
�
大
正
十
五
年
六
月
全
国
一
斉
に
設

置
さ
れ
た
青
年
訓
練
所
が
独
り
本
村
の
み
実
現

を
見
ず
し
て
県
当
局
が
数
次
の
接
触
も
甲
斐
な

く
遂
に
持
て
余
し
全
国
唯
一
の
得
意
な
気
炎
を

吐
か
し
め
た
事
で
あ
る
�

　
神
成
村
長
の
主
張
を
聴
い
て
誰
か
奇
人
と
言

う
を
否
定
し
得
よ
う
�
所
に
よ
�
て
は
女
子
消

防
組
�
少
年
消
防
隊
の
組
織
さ
る
る
今
日
本
村

に
は
消
防
組
も
な
い
�
そ
し
て
貯
水
池
も
な
け

れ
ば
警
鐘
も
な
い
�
こ
れ
は
亦
変
わ
�
た
村
で

あ
る
�
慥
か
に
全
国
珍
中
の
珍
と
称
し
得
る
で

あ
ろ
う
�

　
�
中
略
�
藤
株
部
落
か
ら
は
ア
イ
ヌ
の
土
器
�

石
器
が
発
掘
さ
れ
�
而
も
そ
の
形
態
は
完
全
な

る
も
の
が
多
く
�
大
抵
地
下
三
尺
位
の
場
所
に

あ
る
が
大
正
十
四
年
八
月
�
斯
界
の
権
威
喜
田

博
士
が
調
査
し
て
数
百
の
器
物
を
発
掘
し
た
�

先
住
民
族
の
遺
跡
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
�

　
小
森
に
立
石
と
称
す
る
所
が
あ
る
�
米
内
沢

城
主
嘉
成
右
馬
頭
資
清
の
子
貞
清
�
重
盛
�
が

南
部
の
将
萱
森
判
官
と
戦
�
て
陣
場
と
い
う
所

に
て
討
死
し
こ
れ
を
祭
�
た
石
で
あ
る
�

　
小
坂
鉱
山
に
て
は
舟
場
の
貯
木
場
付
近
に
煙
害

試
験
地
を
設
け
�
燻
煙
所
を
建
て
て
小
坂
鉱
山

よ
り
風
で
送
ら
る
る
煙
害
の
被
害
�
百
五
十
ポ

�
ト
に
依
る
人
口
燻
煙
の
試
験
を
行
�
て
い
る
��

　
前
号
に
引
き
続
き
、
昭
和
元
年
に
発
行
さ
れ
た
小
冊
子
「
新
し

き
北
秋
」
か
ら
大
正
期
の
鷹
巣
町
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回

は
、
旧
沢
口
村
の
部
分
で
す
。
沢
口
村
は
当
時
、
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
数
度
に
わ
た
り
村
長
を
務
め
た
神
成
村
長
の
時
代
で
、

ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
村
政
の
こ
と
や
、
研
究
者
が
訪
れ
発
掘
が
行
わ

れ
て
い
た
藤
株
遺
跡
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鷹
巣
町
に
は
、
こ
れ
ま
で
わ
か
っ
て
い
る

だ
け
で
も
40
数
ヶ
所
の
遺
跡
が
あ
り
、
主

に
米
代
川
と
そ
の
支
流
沿
い
に
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
沢
口
地
区
か
ら
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の

ほ
か
に
も
学
術
的
に
貴
重
な
遺
跡
が
早
い

時
代
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
代
表
的
な
も
の
が
藤
株
遺
跡
で
、
文
献

に
初
め
て
現
れ
た
の
が
明
治
19
年
、
そ
の
後
、

大
正
15
年
と
昭
和
２
年
、
東
北
大
学
の
喜

田
貞
吉
氏
な
ど
に
よ
っ
て
土
器
、
土
偶
な

ど
数
多
く
の
出
土
品
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
こ
の
調
査
と
前
後
し
、
他
の
研
究

者
に
よ
っ
て
も
調
査
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
昭
和
40
年
こ
ろ
ま
で
は
学
史
上
に
現

れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
間
周
辺
の
環
境

が
変
化
し
、
多
く
の
出
土
品
が
散
逸
し
た

も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
昭
和
55
年
、
国
道
１
０
５
号
線
の
バ
イ

パ
ス
工
事
に
伴
っ
て
本
格
的
な
調
査
が
実

す
こ
ぶ
�

た
し
�

し
か
�

ま
た
�

し
か
い
�

た
て
い
し
�

か
な
り
う
ま
の
か
み
す
け
き
よ
�

か
や
も
り
は
ん
が
ん
�

さ
だ
き
よ
�

し
げ
も
り
� き

　
だ
�

ぜ
ん
じ
�

に
わ
�

つ
い
�

わ
た
�

り
ょ
う
り
ょ
う
�

※
注
1

※
注
3

※
注
4

※
注
2

沢
口
地
区
と�

　藤株遺跡から出土したいわゆ
る「遮光器土偶」の頭部。現在
たかのす風土館（ファルコン）
の資料展示室で見ることができる。
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　香炉型土器（鷹巣農林高校所
蔵）。どのように使われたのか
を想像すると夢が広がります。

　
沢
口
村
で
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
東
北
大
学
の
喜
田
貞
吉
氏
に
よ
る
藤
株

遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
時
近

郷
で
も
調
査
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。�

　
そ
の
た
め
こ
の
冊
子
で
も
遺
跡
の
こ
と
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査
の
詳
し
い
報

告
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
出
土
品
が
収
容
さ
れ
た

た
め
、
そ
の
価
値
も
あ
ま
り
認
識
さ
れ
ず
、
そ

の
後
、
遺
跡
周
辺
の
水
田
造
成
な
ど
に
伴
っ
て

出
土
品
も
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。�

　
遺
跡
の
再
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
昭
和
55

年
に
実
施
さ
れ
た
国
道
１
０
５
号
線
バ
イ
パ
ス

建
設
工
事
に
伴
う
調
査
の
と
き
で
し
た
。
（
下

記
コ
ラ
ム
参
照
）�

��

【
注
１
　
鉱
泉
サ
イ
ダ
ー
】�

　
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
「
小
森
ラ
ム

ネ
工
場
」
が
八
幡
神
社
下
で
操
業
し
て
い
た
。�

【
注
２
　
神
成
村
長
】�

　
沢
口
村
５
代
目
村
長
神
成
喜
蔵
氏
（
１
８
６

１
〜
１
９
４
７
）
。
不
況
の
時
代
に
あ
っ
て
、

国
有
林
払
い
下
げ
や
沢
口
小
学
校
の
移
転
問
題

な
ど
で
奔
走
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。�

【
注
３
　
ア
イ
ヌ
の
土
器
・
石
器
】�

　
こ
こ
で
は
藤
株
遺
跡
出
土
の
土
器
・
石
器
を

さ
す
。
縄
文
人
と
ア
イ
ヌ
（
民
族
）
の
関
係
は

昔
か
ら
さ
ま
ざ
な
説
が
あ
る
。�

【
注
４
　
小
森
の
立
石
】�

　
高
森
岱
（
旧
石
倉
山
ス
キ
ー
場
の
そ
ば
）
の

中
腹
に
あ
る
高
さ
２
・
８
㍍
ほ
ど
の
大
石
。
か

つ
て
米
内
沢
城
主
嘉
成
右
馬
頭
の
戦
没
供
養
塔

だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。
地
元
で
は
昔
か
ら
「
キ

カ
（
ン
）
ジ
サ
マ
」
と
呼
ん
で
耳
の
神
様
と
し

て
信
仰
し
て
い
る
。�

施
さ
れ
、
竪
穴
住
居
跡
、
完
全
な
形
の
土

器
だ
け
で
も
２
０
０
個
体
、
ま
た
土
坑
墓

の
一
基
か
ら
は
女
性
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
、

注
目
を
集
め
ま
し
た
。�

　
こ
の
調
査
は
、
藤
株
遺
跡
の
重
要
性
を

認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
遺
跡
の
範
囲
や

時
代
・
性
格
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
中
央
公
園
の
周
辺
に
位
地
す
る

陣
場
岱
Ⅰ
・
Ⅱ
遺
跡
（
縄
文
晩
期
）
も
地

理
的
・
時
期
的
な
こ
と
か
ら
藤
株
遺
跡
と

の
関
連
で
た
い
へ
ん
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
湯
車
遺
跡
（
縄
文
早
期
〜
前
期
）
、

小
森
遺
跡
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

●
藤
株
遺
跡
・
伊
勢
堂
岱
遺
跡
な
ど
の
発

掘
に
関
わ
っ
た
元
県
立
博
物
館
長
の
富
樫

泰
時
氏
の
講
演
が
10
月
に
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
10
月
16
日
（
土
）

○
場
所
／
鷹
巣
中
央
公
民
館

○
演
題
／
「
縄
文
文
化
と
現
在
」

○
聴
講
の
お
申
込
は
10
月
６
日
（
水
）
ま

　
で
に
中
央
公
民
館
へ
（
62-

１
１
１
１
）。

【藤株の土器・石器】
　写真は、「新しき北秋」で使わ
れているものですが、この本が発
行された年（昭和元年）を考えると、
東北大学の喜田博士が調査を行っ
た際のものだと推測されます。
　遮光器土偶の頭部と胴体、ほぼ
完全な形の注口土器など貴重な土器・
土偶などが出土していたようです。
　なお、現在これらの出土品は東
北大学などに保管されており、昭
和55年の調査で発掘された一部の
出土品のみが「たかのす風土館」
に展示されています。
（下記コラム参照）　

〔
訂
正
と
お
詫
び
〕�

　
広
報
８
月
16
日
号
「
新
・
た
か
の
す
の
昔
っ
こ
　

下
横
町
一
組
の
戦
時
中
の
記
録
か
ら
」
の
記
事
中
、

「
防
空
用
馬
穴
（
バ
ケ
ツ
）
二
個
」
の
領
収
書
の
説

明
が
文
言
の
読
み
誤
り
の
た
め
不
適
切
で
し
た
。
正

し
く
は
「
太
平
洋
戦
争
開
戦
当
初
か
ら
、
防
空
へ
の

備
え
が
行
わ
れ
て
い
た
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
資
料

は
町
立
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。�

き
だ
さ
だ
き
ち
�

き
ぞ
う
�

縄
文
遺
跡�

・
・
・
※
注
説
明
・
・
・
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【各地区巡回日程表】
※当日はお釣のないようにご協力お願いします。

犬の登録

狂犬病予防接種

月  日

七日市

沢　口

９月２２日
（水）

９月２６日
（日）

地 区 接 　種 　場 　所 接 種 時 間

平成1６年度（秋季）

を受けましょう

月  日

　栄

鷹　巣

地 区 接 　種 　場 　所 接 種 時 間

狂犬病予防接種
の登録

ワクチンの効果は一年！

◎お問い合わせ
　  住民サービス課環境リサイクル係　a６２－１１１１

登録手数料
３,０００円

注射料　３,０７０円

一生涯に１回の登録制度です。まだ、登録していない犬、�
生後３カ月以上の犬は必ず登録してください。�
　また、犬の登録事項についてのメモを持参ください。
（７年度以降に登録している犬は登録の必要はありません）�

　年１回、必ず受けなければなりません。�
　春（５月）に予防注射している犬は、今回必要あ�
　りません。また、犬の愛犬手帳を持参ください。

・飼い主の住所・名前・電話番号�
・犬の種類・生年月日・毛色�
　　　性別・名前�
・耳（立っている・たれている）�
・尾（巻いている・たれている）�
・毛（短い・長い）�
・去勢または避妊手術の（有・無）�
・からだの大きさ（大・中・小）�

例

栄生活改善センタ－    
サテライトステーションさかえ 
掛泥会館

葛黒林業センター      
ＪＡたかのす七日市支所    
岩脇児童館              
上舟木生活改善センター

小森会館              
脇神部落会館
堂ケ岱会館
舟場自治会館
南鷹巣集会所

ファルコン横駐車場
北星ボウル駐車場
労働福祉会館
公民館分館駐車場
鷹巣町役場裏駐車場

坊　沢

七　座

綴　子

９月２５日
（土）

緑ケ丘担い手センタ－  
坊沢公民館

前山会館              
今泉生活改善センタ－

糠沢会館              
前野会館              
綴子基幹集落センタ－  
田中総合センタ－      

 9：40～10：00
10：10～10：30

10：40～11：00
11：10～11：30

11：20～11：40
13：10～13：30
13：40～14：00
14：10～14：30

 9：50～10：10
10：20～10：40
10：50～11：10
11：20～11：40

13：10～13：30
13：40～14：00
14：10～14：30
14：40～15：00
15：10～15：30

 9：40～10：10
10：20～10：40
10：50～11：10

13：10～13：40
13：50～14：20
14：30～15：00
15：10～15：40
15：50～16：40

�
子育て支援ワーキンググループ�
第６グループあそびワーキング�

やってみよう オヤジがハマッタ あ・そ・びあ・そ・び�やってみよう オヤジがハマッタ あ・そ・びあ・そ・び�やってみよう オヤジがハマッタ あ・そ・びあ・そ・び�やってみよう オヤジがハマッタ あ・そ・び�
日　時　９月２５日(土)　９：００～�
場　所　米代児童公園（雨天時・鷹巣町中央公民館）�

内　容　六むし・缶からふみ・ゴムとび・かかし・ビー玉�
　　　　シャボン玉・パッチ・自由に木工遊び（材料・道具は一式あります。作品はお持ち帰りできます）�
　　　　竹馬づくり（親子で先着10組へ材料一式プレゼント）�
参加費　 無 料（参加者には、おやつとしてえだまめごはんを用意しております）　　　

第６回�

�

◎お問い合わせ　福祉保健サービス課　福祉係　a６２－１１１１

パパ　ママ
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９・18（土） おはなしでてこい 14:00～

９・23（木） 鷹巣中学校合唱コンクール 13:50～

９・25（土） 三澤勝弘「フラメンコへの誘い」 18:30～

 　前売券2,000円　当日券2,500円

10・２（土） 秋田県演劇団体連盟創立35周年記念合同

 公演（たかのす劇団第13回定期公演）

 　前売券500円 当日券700円（全席自由）

 　小学生以下無料 18:00～

10・３（日） 自主事業「リンクス」

 ファミリ－コンサ－ト 14:00～

 　前売券2,500円 当日券3,000円（全席自由）

【９月のロビー展】中央公民館講座　縄文土器

９・16（木） 中央公民館公開講座

 　くすりとのつきあい方 13:30～15:30

　　17（金） 第5回「思い出の歌喫茶ひまわり」

  18:30～20:30

　　20（月）・21（火）いけばな松生派支部展

  9:30～17:00

10・１（金） チャリティーダンスパーティー

  19:00～21:00

　　３（日） 鷹巣町婦人団体連絡協議会

 25周年記念式典・祝賀会 10:30～15:30

スポーツ　　 a６２‐３８００
�
�

９月22日（水）～23日（木）鷹巣体育館国体関連

 工事記念事業 鷹巣体育館

　　25日（土）～26（日）第３回キリンビール杯

 ４５０歳野球大会 中央公園野球場

　　26日（日） 北緯40°秋田内陸リゾートカップ

 １００キロチャレンジマラソン大会

  角館町～鷹巣町

10月３日（日） 町長杯ソフトテニス大会

  中央公園テニスコート

 全日本９人制バレーボール総合選手権

 秋田県予選会 鷹巣体育館

中央公民館　 a６２‐１１３０

ファルコン　 a６２‐３３１１

秋田わか杉国体�
秋田わか杉大会�

広報ボランティア募集中�
秋田わか杉国体�
秋田わか杉大会�

広報ボランティア募集中�

　秋田県では、県内のイベント会場などで「秋田わ

か杉国体」「秋田わか杉大会」の広報活動を行って

くれるボランティアを募集しています。

●募集内容

（１）アクターズ

　　①ダンス部門　イメージソングなどに併せたダ

　　　　　　　　　ンスパフォーマンスを行います。

　　②音 楽 部 門　イメージソングなどの歌唱や演

　　　　　　　　　奏を行います。

（２）ＰＲボランティア　ＰＲのぼり旗の設置など

　　　の会場設営、マスコット「スギッチ」の着ぐ

　　　るみの着装、各種印刷物、啓発グッズ等の配

　　　布、写真撮影などのＰＲ活動を行います。

●募集期間　９月27日（月）まで

●募集対象　18歳以上（平成16年４月１日現在）

●報酬及び交通費　報酬は無償とし、交通費は自己

　　　　　　　　　負担を原則とします。

●応募後のスケジュール　

　①説明会　９月下旬

　②オーディション（※アクターズのみ）10月下旬

　③活動の開始

　　ＰＲボランティア　10月上旬

　　アクターズ　10月下旬

●応募方法　応募を希望される方に、応募書類をお

　　　　　　送りしますのでお問い合わせください。

◎申し込み・お問い合わせ

　秋田県国体・障害者スポーツ大会局大会総務課

　a０１８－８６０－５２０８　FAX０１８－８６０－５２１１

　HPアドレス　http://www.pref.akita.jp/kokutai

　伊勢堂岱遺跡で、女性はどのような暮らしをして

いたのか。冨樫泰時氏が、縄文時代の女性像を熱く

語りかけます。

●日時　10月16日（土）　10：00～

●場所　鷹巣町中央公民館

●講師　元県立博物館長　冨 樫　泰 時 氏

　　　　演題「縄文文化と現在」

●対象　どなたでも参加できます

●申し込み期限　10月６日（水）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　　鷹巣町中央公民館　　　　a６２－１１３０

生き活きセミナーたかのす　開催
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上乗せ居宅介護サービス給付費の
　　　　　　負担割合が変わります
上乗せ居宅介護サービス給付費の
　　　　　　負担割合が変わります

　介護保険制度では、要介護状態に応じて居宅介護サービスを利用できる一定の限度額（区

分支給限度基準額）が定められています。利用者がこの限度額を超えてサービスを利用

した場合、本来は保険給付対象外として全額が利用者自己負担となりますが、鷹巣町で

はその限度額を超えた部分について、利用者が１割、町が９割を負担してきました。

　しかし、年々給付額が増えており、町の財政が厳しい状況にあるため、この負担率に

ついて、平成16年９月のサービス利用分から、利用者の負担割合を３割、町の負担割合

を７割に変更します。

　なお、平成17年４月利用分からは、限度額を超えた部分について、全額を利用者の負

担とする予定です。

上
乗
せ

　
サ
ー
ビ
ス

法
定
内
サ
ー
ビ
ス

自己負担（１割）
自己負担（３割）

自己負担（10割）

自己負担（１割） 自己負担（１割） 自己負担（１割）

町負担（９割）
町負担（７割）

保険給付（９割） 保険給付（９割） 保険給付（９割）

現　在 H16.９利用分～ H17.４利用分～

◎お問い合わせ

　　介護保険係

     a６２－１１１１

　現在お持ちの国民健康保険証は９月30日で有効期限が切れることから、

新しい保険証を９月下旬に郵送します。

　新しい保険証が届いたら、期限切れの保険証はご自分で破棄するなど

して、処分するようお願いします。

※ただし、保険税が未納となっている方には、郵送ではなく、後日通知

　することになりますのでご了承ください。      

　保険証が10月になっても届かない場合や不明な点がありましたら、お

　気軽にお問い合わせください。　

新しい『国民健康保険証』を郵送します！

◎お問い合わせ

　�　　福祉保健サービス課　国保・年金係　　a６２－１１１１　

国民健康保険証
国保一般

国保退職

ピ
ン
ク
色

黄
緑
色
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　体を動かすと肥満や動脈硬化予防になり、筋肉や骨

を丈夫にする、ストレスを解消するなどの効果があり

ます。ストレッチなどもとりいれて体を動かしながら、

歩くことを基本にした楽しいウォーキングに参加して

みませんか。

●期日　

①９月30日（木）「ウォーキングってなあに？」　

②10月６日（水）「筋力トレーニングとウォーキング」

③10月19日（火）「心身のリフレッシュとウォーキング」

④10月22日（金）「ウォーキングの総仕上げ」

⑤10月29日（金）「体力測定をしよう」

●時間・会場　①～④10：00～12：00　保健センター

　　　　　　　⑤９：00～16：00　アリナス（能代市）

●対象　64歳までの方で、全日程に参加できる方30名

●持参　運動靴（内履き・外履き）・タオル

※動きやすい服装で参加ください

●申込期限　９月24日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　　　鷹巣町保健センター　　　　a６２－６６６６

　９月21日（火）から30日（木）までの10日間、秋

の全国交通安全運動が実施されます。

　期間中は「高齢者の交通事故防止を図ろう」を合言

葉に、一人ひとりが交通ルールを守り、交通安全をす

すめましょう。

　歩行者や自転車利用者は、道路の正しい横断、交差

点での一時停止など、基本的な交通ルールを守りまし

ょう。

あなたのアイデア�

第５回ししとう料理コンクール�第５回ししとう料理コンクール�
ししとうを素材にした料理を募集します。どうぞふるってご応募下さい。�

〈 応募要項 〉�
●開催日時　１０月１５日（金）午前９：３０�
●会　　場　鷹巣町中央公民館１Fホール�
●対　　象　ししとうを素材にした料理�
　　　　　　（料理部門・加工部門）�
●応募方法　応募用紙（１品１枚）に材料や作り
　　　　　　方、ポイントなどを記入してくださ
　　　　　　い。�
●しめきり　１０月４日（月）�
●出品方法　コンクール当日の午前８：30～９：15�
　　　　　　までの間に展示用と試食用の２品を
　　　　　　会場までご持参ください。�

�
●審　　査　展示品・献立内容・試食等を参考にし、
　　　　　　参加者による投票を行い、審査会で決
　　　　　　定します。�
●表　　彰　優秀賞、努力賞、アイデア賞�
　　　　　　（各部門ごと）�
●そ の 他　材料の「ししとう」は無料で提供しま
　　　　　　すが、事前に下記まで申し込みください。�
�
◎申し込み・お問い合わせ�
　　　鷹巣町役場農林課農業指導センター　 　
　　    　　a６２－１１１１�

おしらせ 秋の全国交通安全運動

【急がずに マナーとゆとりで 交通安全】
おしらせ
うきうきウォーキング開催

　９月１日号12ページでお知らせした献血日程で、

変更がありましたのでお知らせします。

●９月24日（金）全血

　鷹巣技術専門校が休校のため、ベル鷹巣店に変

更となります。時間は13：30～14：45の間です。

絵本リサイクル事業
ご家庭で眠っている「絵本」をお譲りください

　秋田県教育委員会では、幼児期からの読書活動推

進のために、ご家庭の書棚で眠っている「絵本」を

リサイクルし、幼稚園や保育所などに提供し、蔵書

として再生します。

　子どもが大きくなったために、読まなくなった絵

本があれば、ぜひお譲りください。

●方法　最寄の小・中学校や公共図書館に直接ご持

　　　　参ください。

●期間　９月30日（木）まで

◎お問い合わせ　

　　県北地区リサイクルセンター　

   　  a０１８－８８７－３５１１

　　秋田県教育庁生涯学習課社会教育班    

   　  a０１８－８６０－５１８４
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　ディーゼル車の燃料として軽油以外に重油や灯油を

使用したり、販売することは軽油引取税の脱税行為に

つながります。

　県では、10月を「不正軽油一掃強調月間」として、

ガソリンスタンドや走行車両、工事現場の建設機械等

の燃料抜取調査を行います。

　また、不正軽油等の情報がありましたらご連絡くだ

さい。

◎お問い合わせ　　　

　　　北秋田地域振興局　　 a０１８６－４９－２２１１

   　 FAX０１８６－４９－２０１９ 

　ハローワークたかのすでは、企業の採用予定者と就

職希望の障害者の方々との合同就職面接会を開催しま

す。参加希望の企業及び障害者の方は、ハローワーク

たかのすまでお問い合わせください。

●日時　９月22日（水）　13：30～15：00�

●場所　プラザ杉の子

◎申し込み・お問い合わせ

　　ハローワークたかのす　 　　 a６０－１５８６

　司法書士会では、10月１日の「法の日」にあわせて

無料で相談を受けます。

●日時　10月１日（金）　10：00～16：00�

●場所　いとく大館ショッピングセンター

●内容　土地建物の贈与・相続・売買、簡易裁判所に

　　　　おいての和解・調停・訴訟、多重債務の問題、

　　　　地代・家賃弁済などの供託手続き、会社の設

　　　　立・役員変更手続き等

◎お問い合わせ

　　　秋田県司法書士会　　 a０１８－８２４－０１８７

　秋田公証人会では、10月１日から７日までの１週間

を「公証週間」として、無料電話相談により、相続・

遺言等の問題で悩んでいる方々の相談を行います。

●日時　10月２日（土）、３日（日）9：00～17：00

●内容　相続・遺言関係、離婚に伴う養育費・慰謝料

　　　　等の給付関係

●開設電話・ファックス　　 a０１８－８６４－０８５０ 

　　　　　　　　　　　　　 a０１８－８２４－０５６１ 

   　 FAX０１８－８６４－０８５４

おしらせ

全国一斉司法書士法律相談

おしらせ

秋田公証人会無料電話相談

おしらせ

不正軽油一掃作戦を実施します

おしらせ

きらめきワークフェアの開催

障害者雇用促進会

★第１回秋田県植林祭
　　～県民参加の森林（もり）づくり～
　県民総ぐるみの森林づくり活動を進めるため、枝

打ちなどの育樹活動や自然観察会を行います。

●日時　１０月１１日（月・祝日）10：00～
●場所　阿仁町吉田「吉田農村公園」
●内容　・育樹活動　枝打ち、伐採など

　　　　・特産品等の販売　地元で採れたきのこや

　　　　　山菜の加工品等の即売会を実施します。

●その他　紅葉の森吉山ツアーも開催します。

　　　　　ゴンドラ料金は大人１人　１，４００円

　　　　　小学生以下１人　６４０円

●申し込み期間　９月22日（水）まで

★森林ボランティア体験交流会
　　～森林（もり）づくりに汗を流しませんか～
　地球温暖化問題が高まるなか、自らが森林ボラン

ティアとなり、森林（もり）づくりに汗を流します。

●日時　１０月１７日（日）９：00～15：00
●場所　大館市長走地内
●内容　・枝打ち、除間伐作業など

●持参　昼食、飲み物、雨具、軍手など

　　　　　※長袖、長ズボン、長靴など森林内で

　　　　　　作業ができる服装　　　　

●申し込み期間　10月８日（金）まで

●その他　当日は貸切バスで移動します。

　北秋田地域振興局庁舎前を9：00に出発します。

あなたも森林あなたも森林（もり）（もり）づくりに参加しませんかづくりに参加しませんか��

参加者に木製折りたたみ
イスをプレゼント

◎申し込み・お問い合わせ　北秋田地域振興局森づくり推進課　a６２－１４４５　FAX６２－９８５５
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慶弔だより
８月１６日～３１日届出分・敬称略
慶弔だより

８月16日～31日届出分・一部敬称略

お誕生おめでとう
　　　　ございます

おくやみ申し上げます
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平成１７年度
就学時健康診断が行われます

　来年度小学校に入学を予定されているお子さんを対象に、
次の日程で健康診断を行います。

　●竜森小学校　10月１日（金）　●鷹巣小学校　11月２日（火）
　●中央小学校　10月５日（火）　●南 小 学 校　11月４日（木）
　●綴子小学校　10月19日（火）　●西 小 学 校　11月９日（火）
　●東 小 学 校　10月26日（火）　

☆会場と日程（受付時間は１２：３０～１２：４５まで）

※詳しくは、入学予定者あてに通知いたします。
◎お問い合わせ　鷹巣町教育委員会　総務学校教育課
　　　　　　　　　　　　　　　  　a６２－１１１１

　

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
患
者
。�

○
往
診
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。�

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　
療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に       � 　

応
じ
か
ね
ま
す
。�

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　
ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。�

（午後６：３０～９：００）
日
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

曜
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

電話番号
62－2261
63－0515
63－2700
63－0105
62－1455
62－1146
62－1101
62－1420
62－1155
62－1455
62－1455
62－1210
62－1267
62－1400
69－5300

医 療 機 関 名
津 谷 内 科
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
佐々木産婦人科医院
北 秋 中 央 病 院
奈 良 医 院
盛 岡 外 科 医 院
佐藤外科消化器科医院
近 藤 医 院
北 秋 中 央 病 院
北 秋 中 央 病 院
鷹 巣 病 院
と し ま 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
毛利整形外科クリニック

人口と世帯数
　８月31日現在

住民基本台帳による

　総人口　21,453人（ ５人減）

　　男　　10,170人（ １人増）

　　女　　11,283人（ ６人減）

　 出生 　９人　転入　 41人

　 死亡 　18人　転出　 37人

　世帯数  7,668世帯（４世帯増）

前月比�

携帯電話使用等に対する罰則規定

【平成16年11月１日から施行】
　従来、運転中の携帯電話使用は、その行為によっ
て交通の危険を生じさせた場合に罰則を科していま
したが、改正後は運転中の使用そのもの（手に持っ
ている場合）が罰せられることになりました。減点
は１、反則金は大型自動車が７千円、普通自動車と
自動二輪車が６千円、原動機付自転車が５千円とな
ります。

お二人の前途を
　　　　祝福します

佐 藤 　 博  

小　塚　由美子（
ひろし

ゆ　み　こ　 
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堂 ヶ 岱   

税   の 納 期 限

固 定 資 産 税 第３期�

９月30日まで�
国民健康保険税 第３期�
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第１６回�

２００４・北緯４０
。
秋田内陸リゾートカップ�

日�

100キロマラソンは個人、職場団体などからの
ボランティアによる協力で行われています。�
100キロマラソンは個人、職場団体などからの
ボランティアによる協力で行われています。�

感動の　　　　�
ゆめぶたい秋田�
　花街道一路�

感動の　　　　�
ゆめぶたい秋田�
　花街道一路�

米代川�

ゴール�

きむら●�

●秋田銀行�

●児童公園�

Iあきた北空港�

100キロの部、50
キロの部とも午後６
時までに続々とゴー
ルします。�

湯車�

日�9/19

9/26

●実施箇所の分担は、あらかじめ地域の
　各団体で協議して効率的に作業してく
　ださい。
●清掃後の処理については、町内会等で
　収集車を調達し、町営ごみ埋立地に運
　搬するようにお願いします。
　また運搬の際は、事前に町内会長等か
　ら「埋立地搬入許可証」をもらってく

　ださい。許可証が無いとごみの受け入
　れはできません。
●収集用具（ビニール袋など）は各町内
　会、または各自で準備してください。

◆連絡先◆
　住民サービス課環境リサイクル係
　　　　　　　　　　　a６２－１１１１

午前５時30分～午前７時30分頃

クリーンふるさとデー�
区域 鷹巣町一円 ※主要河川及び中小河川、道路、公共広場等

１００キロチャレンジマラソン�

●１００キロの部／角館町：午前５時スタート�
●５０キロの部／阿仁町（比立内）：午前１１時スタート�

●
鷹
巣
町
内
の
コ
ー
ス�
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